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は、全国調査の平均値に近いものだったが、60 代が 6 名、
70 代が 1 名と高年齢者が多い印象を受けた。介護現場を
3 年以上経験しているものは 45.0％であった。介護福祉士
は 10.0％であった。介護用語理解度テストに関しては、
認知症の中核症状を 3 つ以上列挙出来たものは 0.0％、
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約 3500 例と推定され、2000 年以降では罹患者・死亡者と







































回答者全体の平均年齢は 20.0 歳であった。1 学年の平
均年齢は 18.4 歳、4 学年の平均年齢は 21.5 歳であった。 









2 に示す。設問正答率は全学年が 36.7%、1 年生が 23.4%、
4 年生が 43.3%であった。子宮頸がん予防ワクチン接種率
は全学年が 86.3%、1 年生が 88.8%、4 年生が 73.9%であっ
た。子宮頸がん健診受診率は全学年が9.9%、1年生が3.8%、




































学年 人数 無回答 平均年齢 
1 年生 80 人 2 人 18.4 歳 
2 年生 63 人 3 人 19.4 歳 
3 年生 80 人 1 人 20.5 歳 
4 年生 69 人 0 人 21.5 歳 
全学年 292 人 6 人 20.0 歳 
学年 正答率 接種率 受診率 
1 年生 23.4% 88.8% 3.8% 
2 年生 36.9% 93.7% 4.8% 
3 年生 44.1% 88.8% 13.8% 
4 年生 43.3% 73.9% 17.4% 
全学年 36.7% 86.3% 9.9% 
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